




















（2018年度

補正　参照）

2,461 2,534 2,647 2,698 2,704 2,695
(2,402) (2,402) (2,492) (2,542) (2,542) (2,542)

884 835 860 900 920 950
(1,200) (1,200) (1,130) (1,060) (990) (990)

4,390 4,476 4,576 4,715 4,714 4,779
3,468 3,514 3,666 3,773 3,841 3,875

740 717 658 670 670 670
4,343 4,630 4,520 4,686 4,629 4,697
2,677 2,863 2,850 2,863 2,810 2,866
1,219 1,318 1,232 1,395 1,386 1,403

446 447 429 420 425 420
47 △ 154 56 29 85 82
4 2 3 1 1 1
4 2 3 1 1 1
6 5 14 14 14 13
6 5 14 14 14 13

△ 2 △ 3 △ 11 △ 13 △ 13 △ 12
45 △ 157 45 16 72 70

△ 13 △ 18 △ 18 0 0 0
32 △ 175 27 16 72 70

高校 大学

<施設関連＞

（旧校舎取壊予定）

Ⅲ．財務の見通し

教
育
活
動
収
支

（４）学費引上実施（大学,高校）５％程度予定
備
考

　経常費等補助金

　人件費

　教育研究費

ます。

教育活動収支差額

（５）教育環境改善(含むバリアフリー化）

　１８才以下人口が減少する厳しい経営環境であるものの、北関東以北唯一の体育スポーツ

・健康科学系大学であり送り手の支持を得て、学科新設（子ども運動教育学科）、および定

員増（現代武道学科、体育学科）を2021年度に完成いたします。現在収容定員確保は堅調で

　一方高校は、実学中心という私学の意義は保有しているにも拘わらず、公立高校との差別

　大学は学科開設ならびに教育の質向上のため教員の先行確保等を続けており、高校は収入

不足から、法人全体として支出先行型の赤字基調となっております。

　大学の学科増設、定員増の完成ならびに2020年度からの学費改訂予定により、2020年度以

降経常収支差額の黒字化達成見込みであり、その後も黒字基調化を目途として運営していき

（募集定員×３）

　教育活動収入

　学納金

<教務関連＞
（１）子ども運動教育学科新設(160名)

（２）現代武道学科定員増（40名）

（３）体育学科定員増(200)名

（１）大学陸上競技場２レーン増設

（３）大学野球場人工芝化工事

（２）大学陸上競技場公認更新

（４）川平地区再整備事業

あり、社会の要請に応えられる高等教育機関として、継続見込みであります。

化の説明不足等から入学定員確保は厳しい状況が続いております。

基本金組入前当年度収支差額

2021年度

学生数/生徒数

大学/大学院

高校

学生数

（収容定員）

生徒数

2019年度 2020年度

借入金等利息

教育活動外収支差額

　教育活動外収入

受取利息・配当金

　教育活動外支出

　経常収支差額

　特別収支差額

教
育
活
動
外
収
支

　管理経費

　教育活動支出

2022年度 2023年度

(単位：人、百万円）

事業活動収支見込み
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